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平成23年12月15日
原子力安全対策課
( ２ ３ － ３ ８ )
＜15時記者発表＞

美浜発電所２号機の第２７回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

美浜発電所２号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力50.0万kW）は、

平成23年12月18日から約５カ月の予定で第２７回定期検査を実施する 。※１

検査を実施する主な設備は次のとおりである。

※１ 美浜発電所２号機は、11月30日２時よりコーストダウン運転を実施した。

Ａ－加圧器スプレ弁のグランド部から１次冷却水をドレンタンクに回収する配管内の

流量が増加傾向にあったため、12月７日に電気出力約95％から出力降下を開始し、12月

８日に原子炉を停止した。

（コーストダウン運転）

運転期間の末期において、１次冷却材系統のホウ素（制御材）濃度を低下させず、ホ

ウ素濃度を一定とし燃料の燃焼反応度の低下に伴い、電気出力を低下させていく運転を

コーストダウン運転という。通常は燃焼反応度の低下に伴い、１次冷却材系統のホウ素

濃度を低下させながら定格出力を維持している。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：富田)

内線2354・直通0776(20)0314



- 2 -

１ 主要工事等

（図－１参照）(1) 耐震裕度向上工事

既設設備の耐震性を一層向上させるため、格納容器スプレ系統や余熱

除去系統などの配管、中央制御室空調系統のダクト、原子炉盤の機器な

どの支持構造物を強化する。

(2) 加圧器安全弁、加圧器スプレ弁および加圧器逃し弁他取替工事

（図－２参照）

保守性向上の観点から、加圧器安全弁、加圧器スプレ弁および加圧器

逃し弁を輸入弁から部品調達の容易な国産弁へ取り替える。また、作業

性や今後の保守性を考慮し、各弁に接続する配管の前後一部を取り替え

る。

（図－２参照）(3) 化学体積制御系統小口配管他取替工事

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却材

の流れのない配管（高温環境で溶存酸素濃度が高い）の溶接部について、

計画的に対策工事 を実施しており、今回は化学体積制御系統２箇所に※２

ついて溶接形状と材料を変更する。また、取替え時の作業性を考慮し、

対象箇所周辺の配管の一部および弁を取り替える。

※２：応力集中の小さい溶接形状への変更と耐食性に優れた材料への変更

（図－２参照）(4) １次系強加工曲げ配管取替工事

国外ＢＷＲプラントにおいて、芯金を使用して曲げ加工した配管の内

面で応力腐食割れが発生した事象を踏まえ、予防保全として、１次冷却

材系統につながる曲げ配管のうち、芯金を使用して曲げ加工したものを、

管継手に取り替える。また、取替え時の作業性を考慮し、対象箇所周辺

の配管の一部を取り替える。

（図－３参照）(5) 原子炉保護装置取替工事

原子炉保護装置 について、電子部品が製造中止になったことから、※３

今後の保守性を考慮して、原子炉安全保護計装盤を最新設計のものに取

り替える。

※３：1次冷却材系統の圧力・温度信号などからプラントの異常を検出して、原子炉トリッ

プしゃ断器および工学的安全施設を動作させるための装置。

(図－４参照)(6) 安全系計器用電源装置取替工事

安全系計器用電源装置の構成部品が製造中止となったことから、今後

の保守性を考慮し、最新の電源装置に取り替える。
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（図－５参照）(7) ２次系熱交換器取替工事

復水器伝熱管からの海水漏えいを防止するため、伝熱管を銅合金製か

ら耐食性に優れたチタン製に取り替える。

Ａ－第２低圧給水加熱器の伝熱管支持板部の管穴の一部に腐食が認め

られることから、予防保全として、Ａ－第２給水加熱器を耐食性に優れ

た材料 を使用した新品に取り替える。※４

※４：管支持板部は炭素鋼から低合金鋼、伝熱管は銅合金からステンレス鋼へ変更する。

（図－６参照）(8) １次冷却材ポンプ供用期間中検査

１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、Ａ号機の主フランジ締め

付け部やケーシング内表面について、目視点検や超音波探傷検査を行い、

健全性を確認する。

（図－６参照）(9) 原子炉容器供用期間中検査

原子炉容器の供用期間中検査として、原子炉容器溶接部等の超音波探

傷検査を行い、健全性を確認する。

２ 設備の保全対策

（図－７参照）(1) 発電機固定子コイルおよび発電機励磁機取替工事

発電機固定子コイル、発電機励磁機回転子および固定子コイルの絶縁

材料が劣化傾向にあることから、予防保全として、発電機固定子コイル

を新しいものに取り替えるとともに、発電機励磁機を新品に取り替える。

（図－８参照）(2) ２次系配管の点検

関西電力㈱の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系

配管 826 箇所について超音波検査(肉厚測定)等を実施する。

（超音波検査 797箇所、内面目視点検 29箇所）

また、過去の点検において減肉が確認された部位４箇所、配管取替時

の作業性を考慮して取り替える部位４箇所、今後の保守作業を考慮した

部位86箇所、合計94箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは低合金

鋼の配管に取り替える。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数 121 体のうち、41 体（うち36体は新燃料集合体への

取替え）を取り替える予定である。
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（図－９参照）４ 福島第一原子力発電所事故を踏まえた特別点検等※５

非常用炉心冷却系統や格納容器スプレリングの健全性確認および使用

済燃料ピットの温度計の電源を非常用電源に変更するとともに、更なる

監視強化のため、非常用電源に接続した使用済燃料ピットの広域水位計

および監視カメラを設置する。

また、非常用炉心冷却系統の耐震サポートおよび屋内外タンク基礎ボ

ルト等の点検を行う。

※５：使用済燃料ピット冷却系統ポンプの分解点検は、実施済である。

５ その他

(1) Ａ－加圧器スプレ弁グランドリークオフ流量増加の原因調査

美浜発電所２号機は、11月９日頃からＡ－加圧器スプレ弁 のグラ※６

ンド部から１次冷却水をドレンタンクに回収する配管の温度が若干高め

であったことから、当該配管内の流量等の監視を行っていたが、配管内

の流量が液体廃棄物処理設備の処理能力を超える可能性があったことか

ら、12月７日20時から出力降下を開始し、12月８日３時15分に発電を停

止、４時に原子炉を停止した。

なお、格納容器内の放射線モニタや加圧器水位等の運転パラメータに

変化はなく、格納容器内の監視カメラによる点検で漏えいは認められな

かった。

この事象による周辺環境への放射能の影響はない。

［平成23年12月７日 記者発表済］

原子炉停止後、当該弁の外観目視点検を実施したところ、１次冷却水

の系統外への漏えい等の異常は認められなかった。

今後、定期検査で予定している燃料取出しを行った後、系統の水抜き

を行い、当該弁を取り外して原因調査を行う。

※６：加圧器の圧力が設定値（15.59MPa）を超えて高くなった場合に、加圧器内に水を拡

散し、圧力を調整する弁。

(2) 原子炉の起動については、福島第一原子力発電所事故に対する安全対

策の実施状況を踏まえ、計画していく。



図－１　耐震裕度向上工事

　

工事概要

既設設備の耐震性を一層向上させるため、格納容器スプレ系統や余熱除去系統などの配管、中
央制御室空調系統のダクト、原子炉盤の機器などの支持構造物を強化する。

配管の支持部の強化例（イメージ）

【工事前】 【工事後】

クランプ

スナバ

サポート部材追加

クランプを
厚板化

スナバの
大型化

ボルト追加

原子炉盤前面部の補強（イメージ）

原子炉盤

原子炉盤の前面・背
面に、筋交いを追加

する。

背面３箇所に

筋交い追加

前面１箇所に筋交い追加

原子炉盤
（原子炉補助建屋）

原子炉補助建屋
原子炉建屋

主給水

（復水器から）

主蒸気

（タービンへ）

主給水系統

補助給水系統

蒸気発生器

加圧器

原子炉容器

蓄圧タンク

燃料取替

用水タンク

復水タンク
１次冷却材

ポンプ
余熱除去クーラ

余熱除去ポンプ

高圧注入ポンプ

燃料

再循環サンプ

内部スプレポンプ

原子炉格納容器

補助給水ポンプ

余熱除去系統

格納容器循環系統

原子炉補助建屋等

中央

制御室

格納容器スプレ系統

放射性機器

冷却水クーラ

よう 素除去薬品タンク

格納容器冷却水クーラ

主蒸気系統（２次系）

給水系統（２次系）

換気空調系

【凡例】

１次系

その他

放射性機器冷却水系統

海水系統

中央制御室

空調系統

格納容器冷却水系統

廃棄物処理系統

計器用空気系統
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工事概要

　保守性向上の観点から、加圧器安全弁、加圧器スプレ弁および加圧器逃し弁を輸入弁から部品調達の容易
な国産弁へ取り替える。また、作業性や今後の保守性を考慮し、各弁に接続する配管および弁を取り替える。
①加圧器安全弁、加圧器スプレ弁、加圧器逃し弁他取替工事
   加圧器安全弁（２台）、加圧器スプレ弁（２台）、加圧器逃がし弁（２台）について、保守性向上の観
   点から、輸入弁から部品調達の容易な国産弁へ取り替える。
②化学体積制御系統小口径配管他取替工事
   国外PWRプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、１次冷却材の流れがない配管（高温環境
   で溶存酸素濃度が高い）の溶接部について、計画的に対策工事を実施しており、今回は、化学体
　 積系統２箇所について、溶接形状と材料を変更する。
③１次系強加工曲げ配管取替工事
   国外ＢＷＲプラントにおいて、芯金を使用して曲げ加工した配管の内面で応力腐食割れが発生し
   た事象を踏まえ、芯金を使用して曲げ加工した配管（５箇所）を、管継手に取り替える。

取替範囲概略図

加
圧
器

Ａ1次冷却材ポンプ

Ｂ1次冷却材ポンプ

Ａ蒸気発生器

Ｂ蒸気発生器

原子炉容器

加圧器
逃がしタンク加圧器安全弁

Ｍ

Ｍ

①

①加圧器逃がし弁

①加圧器スプレ弁

②　工事概略図

（工事前） （工事後）ソケット溶接箇所 突合せ溶接箇所

③（１箇所）

② ②

・材料変更（SUS304⇒SUS316）
・溶接形状（ソケット溶接⇒突合せ溶接）

配管取替範囲

②原子炉冷却系統設備小口径配管
  取替範囲

①加圧器安全弁、加圧器スプレ弁、
　加圧器逃がし弁取替範囲

③１次系強加工曲げ配管取

抽出水
再生クーラ

①　加圧器安全弁、加圧器スプレ弁、加圧器逃がし弁　仕様

　図－２　加圧器安全弁、加圧器スプレ弁、加圧器逃がし弁他取替工事
　　　　　　化学体積制御系統小口径配管他取替工事
              １次系強加工曲げ配管取替工事

加圧器安全弁

③（２箇所）

③（２箇所）

　配管内に芯金を挿入し、曲げ金型を回しながら曲げていく。

移動

内
面
が
硬
化

押さえ金具台

曲げ金型

芯金

【正面図】

③　変更前の配管曲げ加工方法

加圧器スプレ弁 加圧器逃がし弁

工事前 工事後

駆動方式 バネ作動方式 バネ作動方式
弁製造メーカ クロスビー 東亜バルブ
呼び径 4ｲﾝﾁ×6ｲﾝﾁ 4ｲﾝﾁ×6ｲﾝﾁ
本体材質 ステンレス鋼 ステンレス鋼
最高使用圧力 17.16MPa 17.16MPa
外形寸法 約1,400mm 約1,390mm

工事前 工事後

駆動方式 空気作動方式 空気作動方式
弁製造メーカ コープスバルカン ＣＣＩ
呼び径 3ｲﾝﾁ 3ｲﾝﾁ
本体材質 ステンレス鋼 ステンレス鋼
最高使用圧力 17.16MPa 17.16MPa
外形寸法 約1,450mm 約1,600mm

工事前 工事後
駆動方式 空気作動方式 空気作動方式

弁製造メーカ コープスバルカン ＣＣＩ
呼び径 3ｲﾝﾁ 3ｲﾝﾁ
本体材質 ステンレス鋼 ステンレス鋼
最高使用圧力 17.16MPa 17.16MPa
外形寸法 約1,050mm 約1,200mm
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図－３　原子炉保護装置取替工事

工事概要

工学的安全施設
（制御弁、ポンプ等）

ポンプ弁

取替概要図
中央制御盤 ：取替箇所

【凡例】

原子炉保護計装盤

原子炉ﾄﾘｯﾌﾟしゃ断器

・１次冷却材温度・圧力
・中性子束
・蒸気発生器水位
　などのセンサー

盤一式取替

（演算処理部）

プラント情報
制御信号

(原子炉トリップ信号等)

制御信号
(原子炉トリップ信号等)

原子炉
トリップ信号

：原子炉保護装置

原子炉安全防護盤

（動作装置）

　原子炉保護装置※について、電子部品が製造中止になったことから、今後の保守性を考慮
して、原子炉安全保護計装盤を最新設計のものに取り替える。
　
※：1次冷却材系統の圧力・温度信号などからプラントの異常を検出して、原子炉トリップしゃ断器

       および工学的安全施設を動作させるための装置。
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工事概要

　 安全系計器用電源装置の構成部品が製造中止となったことから、今後の保守性を考慮し、最新
の電源装置に取り替える。

系統概要

　
　安全系交流440V母線

計器用
後備変圧器

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

安全系計器用
電源装置

計器用電源

　　　図－４　　安全系計器用電源装置設置工事

同じ容量（10ｋVA）の
電源装置に取替

計器用
インバータ

・中央制御盤
・原子炉保護計装盤
・原子炉制御計装盤
・その他監視装置盤　他

・安全防護系リレー
・非常用D/G制御盤
・補助給水ポンプ起動盤
・安全系計器用電源装置
・安全系制御盤　　他

・タービン非常用油ポンプ
・発電機直流密封油ポンプ
・常用系計器用電源装置
・常用系制御盤
・常用系電磁弁　　他

交流→直流
変換

安
全
系
機
器

常
用
系
機
器

常
用
系
機
器

安
全
系
機
器

常
用
系
機
器

蓄電池

安全系直流電源装置

安全系直流母線

　
　安全系交流440V母線

計器用
後備変圧器

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

計

器

盤

安全系計器用
電源装置

計器用電源

計器用
インバータ

・中央制御盤
・原子炉保護計装盤
・原子炉制御計装盤
・その他監視装置盤　他

・安全防護系リレー
・非常用D/G制御盤
・補助給水ポンプ起動盤
・安全系計器用電源装置
・安全系制御盤　　他

・タービン非常用油ポンプ
・発電機直流密封油ポンプ
・常用系計器用電源装置
・常用系制御盤
・常用系電磁弁　　他

交流→直流
変換

安
全
系
機
器

常
用
系
機
器

常
用
系
機
器

安
全
系
機
器

常
用
系
機
器

蓄電池

安全系直流電源装置

安全系直流母線

安全系交流母線からの
電源供給が停止した場
合、蓄電池から電源が供
給される。

（工事前）

（工事後）
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工事概要

  図－５　２次系熱交換器取替工事

第１低圧給水加熱器

低圧タービン
発電機

高圧タービン

循環水ポンプ

脱気器

主給水ポンプ

高圧給水加熱器

放水口

湿分分離加熱器

復水ポンプ

復水器

海水

海水

第２低圧給水加熱器

第３低圧給水加熱器

系統概要

ステンレスは銅合金に比べ材料自体の熱伝
達率が劣ることから、伝熱面積を確保する
ため、伝熱管本数を増加する等により、工
事前と同等の性能を確保している。

管支持板 伝熱管

第２低圧給水加熱器

：第２低圧給水加熱器の取替範囲

取替部位

チタンは銅合金に比べ材料自体の熱伝達が劣ることから、
伝熱面積を確保するため、伝熱管本数を増加する等によ
り、工事前と同等の性能を確保する。

：復水器の取替範囲

第１低圧給水加熱器

復水器

  

海水出口 

伝熱管

海水入口 

海水出口 

管板 

管支持板 

伝熱管

管支持板

復水器伝熱管

復水器管支持板

項　　目 工事前 工事後

材　質 銅合金 チタン

約0.5mm
（一部0.7mmを使用）

本　数 10,990本／室 14,576本／室

厚　さ 約1.2mm

復水器及び第二低圧給水加熱器取替概要

海水出口

復水器伝熱管取替

項　　目 工事前 工事後

材　　質 銅合金 ステンレス

厚　　さ 約1.2mm 約1.0mm

本　　数 ６２２本 ７２０本

抽気ドレン復水ポンプより

第３低圧給水加熱器へ 抽気

正常な管穴

腐食の見られる管穴

復水器管板海水入口

海水出口

第２低圧給水加熱器取替

＜第２低圧給水加熱器概要＞

第３低圧給水加熱器へ

復水ポンプより

抽気

抽気ドレン

　
　復水器伝熱管からの海水漏えいを防止するため、伝熱管を銅合金製から耐食性に優れたチ
タン製に取り替える。
　Ａ－第２低圧給水加熱器の伝熱管支持板部の一部の管穴に腐食が認められることから、予
防保全として、Ａ－第２給水加熱器を耐食性に優れた材料※４を使用した新品に取り替える。
  ※４：管支持板部は炭素鋼から低合金鋼、伝熱管は銅合金からステンレス鋼へ変更する。
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検査概要

　図－６　　１次冷却材ポンプおよび原子炉容器の供用期間中検査

１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、Ａ号機の主フランジ締め付け部やケーシング内表面
について、目視点検や超音波探傷検査を行い、健全性を確認する。
　また、原子炉容器の供用期間中検査として、原子炉容器溶接部等の超音波探傷検査を行い、健
全性を確認する。

１次冷却材ポンプ

系統概要図

：超音波探傷検査箇所

原子炉容器概要図

①
 

④

上蓋

上部
上部胴フランジ

出口管台

下部鏡板

中間胴

入口管台

スタッドボルト

下部胴

⑤

⑥

⑦

①

【１次冷却材ポンプの主な仕様】

・容量　　       ２０，２００ｍ
３
／ｈ

・モータ出力　４，４８０ｋＷ
・回転数　　　 １，１９０ｒｐｍ

主フランジ

：１次冷却材の流れ

【凡例】モータ

吐出ノズル

主軸

吸込ノズル

１次冷却材ポンプの概要図

ケーシング

スタッドボルト全２４本中の
６本（２５％）を超音波探傷検査

主フランジナットおよびワッシャ全２４組中
の６組（２５％）を目視点検

ケーシングの内表面の１００％を目視点検

スタッドボルト

ケーシング

主フランジ

ナット

モータスタンド

1次
冷却材

ボルト穴回りのフランジ表面
全２４箇所中の６箇所（２５％）を目視点検

熱遮へい
装置

ワッシャ

 ①主冷却材入口管台と胴との溶接継手（Ａ・Ｂﾙｰﾌﾟ）
    主冷却材出口管台と胴との溶接継手（Ａ・Ｂﾙｰﾌﾟ）
    全４箇所の溶接部を検査

 ②主冷却材入口管台とセーフエンドとの溶接継手（Ａ・Ｂﾙｰﾌﾟ）
　　主冷却材出口管台とセーフエンドとの溶接継手（Ａ・Ｂﾙｰﾌﾟ）
　　全４箇所の溶接部を検査

 ③中間胴の長手継手
　　下部胴の長手継手
　　全６箇所の溶接部を検査

 ④主冷却材入口管台内面の丸みの部分（Ａ・Ｂﾙｰﾌﾟ）
　　主冷却材出口管台内面の丸みの部分（Ａ・Ｂﾙｰﾌﾟ）
　　全４箇所の丸み部を検査

 ⑤胴の周継手
　　全４箇所の溶接部を検査

 ⑥胴フランジ　ネジ穴のネジ部
　　４８箇所中１６箇所を検査

 ⑦スタッドボルト
  　４８本中１６本を検査

蒸
気
発
生
器

加
圧
器

　
　
　
原
子
炉
容
器

②

②

③

③

セーフエンド
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図－７　　発電機固定子コイル、励磁機取替工事

固定子コイル

　
工 事 概 要

発電機固定子コイル断面図

復水器へ

蒸気発生器より

回転子

タービン 発電機

蒸気の流れ

励磁機

回転子コイル

固定子コイル

約15m

約5m

　絶縁能力が低下すると、送電線
への落雷等による異常電圧発生
時に絶縁破壊を起こし、機器の損
傷に至る

約5m

固定子鉄心

送電系統へ
（発電電力）

約6m

約2.5m

約3m

発電原理

発電機
固定子コイル

送電

Ｎ極

Ｓ極

Ｎ極

Ｓ極

励磁機固定子コイル

発電機
回転子コイル

励磁機回転子コイル

発電機 励磁機

励磁機で発生した
電気を発電機回転
子コイルへ送る

永久磁石が回転して発生する
電気を励磁機固定子コイルへ
送る

・励磁機で発生した電気により、発電機回転子を電気磁石にする。
・発電機回転子（磁石）の回転により、発電機固定子コイルに作用する
　磁力線の向きが変化し、発電機固定子コイルに電気が発生する。

永久磁石
：磁力線

固定子コイル

発電機
（固定子コイル取替）

Ｎ極

Ｓ極

永久磁石

励磁機回転子コイル

系統概要図

　
　発電機固定子コイル、発電機励磁機回転子および固定子コイルの絶縁材料が劣化傾向にあることか
ら、予防保全として、発電機固定子コイルを新しいものに取り替えるとともに、発電機励磁機を新品に取
り替える。

励磁機固定子コイル永久磁石

励磁機（取替）
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点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

取替概要

系統別概要図

グランド
蒸気復水器

給水ポンプ

給水ブースタポンプ

脱気器タンク

低圧給水加熱器脱気器

高圧給水
加熱器

蒸気発生器
低圧タービン

復水器

高圧タービン

発電機

Ｇ

復水ポンプ

復水ブースタ
ポンプ

【取替理由】

① 過去の点検結果で減肉が認められているため、
　 計画的に取り替える箇所
  （４箇所）
 ・必要最小厚さとなるまでの期間が１０年未満の箇所
    炭素鋼　⇒　ステンレス鋼　　　　　２箇所
 
 ・必要最小厚さとなるまでの期間が１０年以上の箇所
　　炭素鋼　⇒　ステンレス鋼　　　　　２箇所

② 配管取替による作業性
※１

を勘案して取り替え
   る箇所
  （４箇所）
　　炭素鋼　⇒　ステンレス鋼　　　　　４箇所

③ 配管の保守性
※２

を考慮して取り替える箇所
　（８６箇所）
　　炭素鋼　⇒　ステンレス鋼　　　　５７箇所
　　炭素鋼　⇒　低合金鋼　　　　　　２９箇所

　　　　　　　　　　　合計　　　　　９４箇所
復水処理装置

③

図－８　２次系配管の点検等

【凡例】

：主蒸気系統
：給水系統
：復水系統
：抽気系統
：ドレン系統
：その他系統
：主な配管取替箇所

第１第２第３

湿分分離加熱器

③

③蒸気発生器

ﾌﾞﾛｰﾀﾞｳﾝﾀﾝｸ

③

③①②

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検

「２次系配管肉厚の管理
指針」の点検対象部位

今回点検実施部位

主要点検部位 1,585 493
その他部位 797 304

合計 2,382 797

高圧排気管の直管部２９箇所について、配管内面から目視点検を実施する。
その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施する。

※１ 配管取替時に近傍の配管も一緒に取替えた方が
　　 作業がし易いため取ﾘ替える。

※２ 狭隘部で肉厚測定がしづらい小口径配管などに
　　 ついて取り替える。

当社の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系配管 ８２６ 箇所について超音波検査
(肉厚測定)等を実施する。
（超音波検査 ７９７箇所、内面目視点検 ２９箇所）

　過去の点検において減肉が確認された部位４箇所、配管取替時の作業性を考慮して取り替える部位
４箇所、今後の保守作業を考慮した部位８６箇所、合計９４箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは
低合金鋼の配管に取り替える。
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図－９　定期検査中における特別点検等

格納容器スプレリングの健全性確認

非常用炉心冷却系統の健全性確認

・定期検査中のプラントにおいて、事故を模擬し、実際に原子炉容器に水が注入されることを確認する。

・原子炉格納容器内の圧力上昇を抑制する設備の健全性を確認するため、系統配管に圧縮空気を供給し、
  空気が流れることを確認する。

原子炉格納容器

圧縮空気

空気

内部スプレポンプ

水

通常は水を用いて内部スプレ
ポンプ回りの試験を実施 格納容器スプレリング

風船

原子炉
容器

１次冷却材ポンプ

蒸気発生器

余熱除去クーラ

： 今回実施するライン

原子炉格納容器

低圧注入系統

原子炉補助建屋

海水で冷やした
冷却水

： 通常試験のライン

原子炉容器

蒸気発生器

１次冷却材ポンプ

余熱除去ポンプ

燃料取替用水
タンク

海水で冷やした冷却水

（１／２）

　使用済燃料ピットポンプの分解点検
　使用済燃料ピットの温度計電源の変更　他

・使用済燃料の冷却に用いる使用済燃料ピットポンプの分解点検を実施し、健全性を確認した（11月実施済）。
・使用済燃料ピットの監視強化のため温度計の電源を常用電源から非常用電源に変更する。
・使用済燃料ピット監視系のさらなる監視強化のため、非常用電源に接続した広域水位計、監視カメラ
　を設置する。

使用済燃料ピット

ポンプ
クーラ

クーラ
ポンプ

１次系純水
ポンプ

１次系
純水
タンク

温度計

非常用電源

×広域
水位計

監視カメラ

水位計

監視カメラ

常用電源
常用電源から非常
用電源に変更

新たに設置
【既設】

【既設】

【既設】

新たに設置

使用済燃料ピットポンプ分解点検
（11月分解点検実施済）
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図－９　定期検査中における特別点検等

非常用炉心冷却系統の耐震サポートの総点検

（２／２）

蓄圧タンク

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

１次冷却材
ポンプ

制御棒

高圧注入ポンプ

　内部
　 スプレポンプ

余熱除去ポンプ

格納容器サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレリング

Ｍ

Ｍ

Ｍ

燃料取替
用水タンク

主給水

　非常用炉心冷却系統に設置されている支持構造物について、取付状態、干渉状態、油もれ、き裂等の異常
がないことを確認する。また、支持構造物のボルト・ナットについて、緩みの無いことを確認する。

油圧防振器

配管

作動油タンク機械式防振器 配管

＜耐震サポートの例＞

・高圧注入系統　・低圧注入系統
・蓄圧注入系統　・格納容器ｽﾌﾟﾚ系

  対象系統

リジットサポート

配管
主蒸気

屋内外タンクの基礎ボルト等の総点検

蓄圧タンク
蒸
気
発
生
器

制御棒

高圧注入ポンプ

　内部
　 スプレポンプ

余熱除去ポンプ

格納容器サンプ

原子炉格納容器

格納容器スプレリング

Ｍ

Ｍ

Ｍ

主蒸気

使用済燃
料ピット

Ｍ

主蒸気
逃がし弁

蒸気
タービンへ

１次系
純水タンク

空冷式非常用発電装置

電源
供給

復水
タンク

淡水
タンク

タービン動補助
給水ポンプ

燃料取替
用水タンク

２次系
純水
タンク

補助ボイラ
燃料タンク

ほう酸注入タンク

　蒸気発生器及び使用済燃料ピットへの補給水源として期待される屋内外タンクや非常用炉心冷却系統に設
置されている屋内外タンクの基礎ボルト等について、緩みの無いことや、タンク基礎部の腐食・塗膜のはがれ
等の異常がないことを確認する。

淡水タンク（共用）

１次系純水タンク

燃料取替用水タンク

復水タンク

２次系純水タンク（共用）

ほう酸注入タンク

蓄圧タンク

対象機器

補助ボイラ燃料タンク（共用）

タンク基礎部の腐食・塗膜
のはがれ等の確認＊

基礎ボルトの緩み確認

点検内容

*:基礎ボルトがないタイプのタンク

基礎ボルト

タンク側板

ナット

タ
ン
ク
内

タンク

＜タンク基礎ボルトのイメージ＞
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